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（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

介
護
は
、
さ
れ
る
側
だ

け
で
な
く
、
す
る
側
に
も
同
じ

く
ら
い
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。
虐
待
な
ど
の
悲
劇
を
招
か

な
い
よ
う
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
焦

点
を
当
て
た
施
策
が
求
め
ら
れ

る
が
、
取
り
組
み
及
び
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

要
介
護
高
齢
者
を
初
め
、

障
が
い
者
や
医
療
的
ケ
ア
児
等
、

介
護
が
必
要
な
方
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

は
急
務
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
家
族

介
護
者
教
室
を
初
め
、
負
担
軽

減
の
た
め
の
一
時
入
所
事
業
の

実
施
や
、
同
じ
立
場
に
あ
る
方

同
士
の
相
談
や
交
流
が
で
き
る

場
の
支
援
に
努
め
て
き
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
度
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
や
ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
い

っ
た
課
題
に
対
し
、
研
修
会
や

講
演
会
を
開
催
し
、
専
門
職
の

方
と
も
課
題
を
共
有
し
、
理
解

を
深
め
て
き
た
。

　

30
年
度
は
、
障
が
い
者
の
緊

急
時
に
お
け
る
居
室
確
保
事
業

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
当
事

者
の
体
験
談
を
含
め
た
「
介
護

者
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作

成
を
進
め
る
な
ど
、
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
視
点
を
重
視
し
た
包
括

的
な
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
引
き
続

き
、
よ
り
多
く
の
市
民
へ
の
周

知
啓
発
に
取
り
組
み
、
介
護
負

担
に
よ
る
虐
待
防
止
な
ど
も
含

め
、
ケ
ア
ラ
ー
の
孤
立
防
止
や

負
担
軽
減
の
た
め
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

認
知
症
に
対
す
る
施
策

は
、
点
で
は
な
く
面
で
い
か
に

支
え
る
か
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
認
知

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
て
か
ら
７
年
目
と
な
る
が
、

原
発
事
故
の
被
害
を
受
け
た
福

症
の
方
と
そ
の
家
族
な
ど
を
支

え
る
体
制
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
の
か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

誰
も
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
本

市
に
お
い
て
は
、
地
域
全
体
で

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

え
る
視
点
が
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
や
立
場
の
方
が
認
知
症
を

身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
、
地

域
で
見
守
り
、
気
づ
き
を
相
談

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
包
括
協
定
に
よ
る
企
業

と
の
連
携
を
初
め
、
多
様
な
主

体
と
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
や
、
子

ど
も
、
若
者
へ
の
普
及
啓
発
が

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平

成
30
年
度
は
、
本
市
の
認
知
症

へ
の
総
合
的
な
取
り
組
み
方
針

で
あ
る
「
藤
沢
版
お
れ
ん
じ
プ

ラ
ン
」
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
現
在
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な

ど
を
通
じ
て
当
事
者
の
方
の
思

い
を
共
有
し
、
関
係
団
体
に
も

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
内
容
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
行
政
や
関
係
機
関
に
よ

る
諸
施
策
と
住
民
主
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
一
体
的
に
つ
な

が
り
、
面
で
支
え
る
体
制
づ
く

り
を
基
本
に
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
「
Ｃ
Ｓ

Ｗ
」
と
い
う
。）
の
こ
れ
ま
で
の

配
置
に
よ
る
効
果
や
地
域
内
で

の
浸
透
度
と
課
題
、
ま
た
、
13

地
区
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
存

在
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
は
、
13

地
区
に
お
け
る
地
域
力
の
強
化

と
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め

効
率
的
活
用
や
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
け
る
人
材
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
総
合
的
な
観
点
か

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

健
康
寿
命
日
本
一
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
少
子
超
高

齢
社
会
を
乗
り
切
る
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
達

成
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高

い
。
自
治
体
単
独
で
取
り
組
む

に
は
予
算
面
で
限
界
も
あ
り
、

神
奈
川
県
と
の
連
携
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
新
た
に
県
が
開
催
す
る

Ｍ
Ｅ
―

Ｂ
Ｙ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
神
奈

川
実
行
委
員
会
に
加
盟
し
、
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
会
へ
の
参
加
、

情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
と
コ
ラ

ボ
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
作
成
や
、
本
市
で
実
施
す
る

女
性
の
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
県
の
Ｍ
Ｅ
―

Ｂ
Ｙ
Ｏ
キ

ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
共
同
開
催
す

る
な
ど
、
連
携
し
て
市
民
へ
の

周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
30

年
度
は
、
子
ど
も
の
未
病
対
策

の
一
環
と
し
て
、
虫
歯
の
予
防

を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
県
と
の
共
催

に
よ
り
市
民
会
館
で
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
が
ん
対
策
に
お
け
る

連
携
と
し
て
、
県
が
策
定
し
た

が
ん
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

で
あ
る
藤
沢
市
民
病
院
が
、
が

ん
医
療
の
提
供
や
が
ん
患
者
へ

の
支
援
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
健
所
に
お
い
て
は
、
が

ん
検
診
の
実
施
と
受
診
率
向
上

に
向
け
た
啓
発
や
、
が
ん
予
防

の
啓
発
、
が
ん
に
関
す
る
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
引
き
続
き
こ
う

し
た
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
中
で
、

健
康
寿
命
日
本
一
の
実
現
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

島
で
は
今
な
お
約
５
万
人
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
原
発
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、
原

発
に
頼
ら
な
い
自
然
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
急
ぎ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
実
証
さ

れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と

は
、
災
害
時
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
地

球
温
暖
化
対
策
の
点
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
促
進
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
活
用

す
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月
に

改
定
を
行
っ
た
藤
沢
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
北

部
環
境
事
業
所
余
剰
電
力
地
産

地
消
事
業
で
は
、
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
電
力
の
地
産
地
消
を

紹
介
す
る
た
め
に
、
市
立
学
校

全
校
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
付
し
た

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
藤
沢

に
見
学
対
応
用
の
展
示
ブ
ー
ス

を
設
け
た
り
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
見
据
え
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
、

市
民
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
地
域
内
に
お
け
る
住
民

の
親
近
性
や
生
活
圏
域
を
踏
ま

え
、
13
地
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
と
あ
わ
せ
て
地
区

ご
と
に
構
築
す
る
な
ど
、
次
の

段
階
を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
は
、
藤
沢
型
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
本

理
念
の
一
つ
に
、
13
地
区
ご
と

の
特
性
や
課
題
・
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
共
通
基
盤
と
す

る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に

は
、
全
市
的
な
視
点
に
加
え
、

生
活
圏
域
で
あ
る
13
地
区
を
基

本
に
、
さ
ら
に
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
、
よ
り
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
に
も
目
を
向
け
、

住
民
一
人
一
人
の
生
活
を
重
層

的
に
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
で
活
動
す

る
団
体
間
の
交
流
を
初
め
、
多

職
種
連
携
に
向
け
た
研
修
会
な

ど
、
地
域
の
中
で
分
野
を
超
え

た
協
力
体
制
を
築
く
取
り
組
み

を
積
み
重
ね
て
き
た
。
さ
ら
に

は
、
地
区
内
で
の
生
活
課
題
を

情
報
共
有
し
、
地
域
特
性
に
合

わ
せ
た
解
決
策
を
検
討
す
る
協

議
体
を
開
催
す
る
な
ど
、
支
え

合
う
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
と
も
地
域
の
方
々
の
活

動
へ
の
思
い
や
課
題
な
ど
を
し

っ
か
り
受
け
と
め
、
地
区
ご
と

の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
市
民

や
関
係
機
関
の
方
々
と
共
有
す

る
中
で
、
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
13
地
区
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

効率的な活用を促進
再生可能エネルギー
地産地消に取り組む

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
れ
る
よ

う
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
依

頼
し
て
い
る
。
相
談
件
数
は
増

加
し
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る

身
近
な
相
談
者
と
し
て
も
認
知

さ
れ
た
こ
と
で
、
支
援
が
必
要

な
方
の
早
期
把
握
、
早
期
支
援

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
現
在
配

置
し
て
い
る
５
地
区
で
は
、
支

援
関
係
者
や
地
域
の
活
動
団
体

間
の
協
力
関
係
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
個
別
支
援
を
地
域
の

方
や
商
店
な
ど
に
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
行
っ
た
事
例
も
出
て

き
た
。
課
題
と
し
て
は
、
分
野

を
超
え
た
支
援
機
関
が
そ
の
機

能
を
互
い
に
理
解
し
、
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
な
活
動
も
含
め
た
つ

な
が
り
や
信
頼
関
係
を
構
築
で

き
る
よ
う
、
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
平

成
30
年
度
は
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
３
人
増

員
し
、
８
地
区
で
活
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
市
全
域
に
お
け

る
活
動
体
制
の
構
築
に
向
け
活

動
状
況
と
効
果
・
課
題
等
を
検

証
し
つ
つ
、
国
の
補
助
財
源
の

　「ふじさわ市議会だより」は、紙面
の都合で発言の一部を掲載しています。
　詳しくは、会議録をご覧ください。
なお、会議録は、図書館、市民センター、
公民館、市政情報コーナー（市役所本
庁舎４階）、または市議会のホームペー
ジでご覧いただけます。2月定例会の会
議録は5月下旬ころから閲覧できます。
　また、目の不自由な方や読みづらい
方のために、点字と声のふじさわ市議
会だよりを発行していますので、ご希
望の方は、議会事務局議事課までご連
絡ください。

閉会中に開催する諸会議
開 催 日 開会時刻 会　議　名 

5月22日（火） 10：00 ５月臨時会本会議

25日（金） 13：00 災害対策等特別委員会 
（水防訓練現地視察）

31日（木） 14：30 議会運営委員会

6月 1日（金） 9：30 藤沢都心部再生・
公共施設再整備特別委員会

6月定例会
開 催 日 開会時刻 会　議　名 

6月 4日（月） 10:00 本会議（議案の説明）
6日（水） 10:00 本会議（議案の審議など）
7日（木） 9:30 建設経済常任委員会
8日（金） 9:30 厚生環境常任委員会

11日（月） 9:30 子ども文教常任委員会
12日（火） 9:30 総務常任委員会
13日（水） 9:30 補正予算常任委員会
14日（木） 9:30 議会運営委員会
18日（月） 10:00 本会議（議決、一般質問）
19日（火） 10:00 本会議（一般質問）
20日（水） 10:00 本会議（一般質問）
21日（木） 10:00 本会議（一般質問）

22日（金）
10:00 本会議（一般質問、議決など）

本会議終了後 広報広聴委員会
※各本会議の日には、9:30から議会運営委員会が開催されます。

議会を傍聴しませんか
　閉会中に開催する諸会議及び 6 月
定例会は、右の日程表のとおり開催
する予定です。
　なお、日時等は、変更になること
もありますので、詳しい内容につい
ては、下記へお問い合わせください。
　また、手話通訳及び要約筆記を希
望される方は、傍聴希望日の 5 日前

（土日祝日を除く）までに、申込書（ホ
ームページ掲載・議会事務局にて配
付）によりお申込みください。

［問合せ］議会事務局　議事課
☎ 0466–25–1111　内線 5621 〜 2
FAX 0466–24–0123
Ｅメール fj-giji@city.fujisawa.lg.jp

請願と陳情のご案内
　6 月定例会では、次の日時までに提出さ
れたものを審査します。また、請願者と陳
情者は、希望により委員会において趣旨説
明（意見陳述）を行うことができます。
　請願　5 月 31 日（木）正午まで
　陳情　6 月 4 日（月） 午後５時まで
※提出方法については議会事務局 議事課
にお問い合わせください。
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